
臨床薬理【 Stage2】  

1. 実習の基本方針（ 目的・ 到達目標）  
E vidence-Based M edicine (E BM )を実践的に習得する 。 さ ら に、 臨床研究のリ サーチク エス チ

ョ ン構造化の基本骨格を習得し 、 自ら 臨床的課題に対応する 臨床研究デザイ ンを立案する 。  

 

2. 実習の方法（ 内容・ 行動指針）  

以下は臨床医にと って必須と なる コ ンピテンシーであり 、かつ EBMで必要と さ れる 技能、態度で

ある 。 こ れら を系統的かつ実践的に習得する 。  

1）  患者を診察し 、 情報を 得る  

  良好な関係を構築し つつ、 必要な情報を得る  

  得ら れた情報を診療録に記録する  

  得ら れた情報から 患者中心の治療目標を設定する  

  治療のための問題を定式化する  

2）  治療のエビデンス を収集し 、 吟味する  

  文献を検索する  

  文献を批判的に吟味する  

3）  患者個別にエビデンス を適応する  

  患者に利益と 不利益を説明し 理解を得る  

  患者中心の治療法を選択する  

  治療方法（ 薬の用量など ） の個別化を行う  

  継続的に治療を再評価する  

4）  上記 1〜3） のプロ セス を評価する  

  上記のプロ セス について同僚、 教官と と も に評価する  

  エビデンス の現状と 問題点を把握する  

5）  さ ら なる 治療の向上を 考える  

  解決すべき 問題点のための臨床研究を考える  

6）  臨床研究を実施する  

  臨床研究のためのチームをつく る 、 審査委員会に申請する  

  再び患者と 向かい合う  

7）  研究成果を解析、 発表する  

  医学統計学（ 臨床研究デザイ ン）  

  学会発表、 論文作成 



 

3. 実習上の注意事項 

1) 持参すべき も の 

白衣、 ノ ート PC（ 可能であれば）  

2） その他の全般的事項と し て：  

  自ら 学ぶ姿勢と 討論によ る よ り 深い理解を大切にする こ と 。  

  明確な学習の目的意識を持ち、 時間を有効に使って勉学する こ と 。  

  臨床薬理学講座内の機器類（ コ ンピ ュ −タ −類等） は、指定さ れたも の以外には触れないこ と 。  

  自習時間を有効に活用する こ と 。  

 

4.「 医学生の臨床実習における 医行為と 水準」 の例示 

原則と し て患者と の面接は全て教官と と も に行う 。  

 

5. 実習ス ケジュ ール（ 基本パタ ーン： 変更も あり う る ）  

1 週目 

1）  Ｅ Ｂ Ｍに関する 導入の講義（ ミ ニレ ク チャ ー） を 行う 。  

2）  その後に、 模擬患者( SP) およ び実際の患者（ Zoom使用） を対象と し て医療面接を行う 。 患者

の持つ臨床的課題について、 問題の定式化を行い、 それを解決する ための情報収集を 行う 。

ま たその批判的吟味を 行う 。 なお、 Compr ehensi ve medi cal  exami nat i on を行う 予定にし て

おり 、 身体診察について学ぶと と も に、 情報の収集法や論文の読み方など は、 教官がマンツ

ーマンで指導を行う 。  

3）  得ら れた情報の批判的吟味の後、 面接を行った患者に対する 治療計画を立てる 。 同時に現時

点で明ら かでない点、 今後明ら かにすべき 課題を 考察する 。  

2 週目 

1）  SP と 2 回目の面接を行い、 自ら 立案し た治療計画に基づき 、 今後の治療方針について SP と

の関係構築をベース に決定を行う 。  

2）  臨床研究デザイ ンの基本（ リ サーチク エス チョ ンの構造化、 研究コ ンセプト の基本骨格、 臨

床研究デザイ ンの種類、 臨床研究の倫理など） について講義、 実習を行う 。  

3）  SP と の面接を通じ て抽出さ れた臨床的課題について、自ら 研究コ ンセプト を明確にし 、研究

デザイ ンを立案する 。 その研究デザイ ンを元に、 教官、 学生でディ ス カッ ショ ンを行い、 臨

床研究全般につき 学習、 理解を深める 。  

 
 



日　時 6月19日（月） 6月20日（火） 6月21日（水） 6月22日（木） 6月23日（金）

9:00-10:30
イントロダクション

（上村）
【スタッフ室３】

10:30-12:00

13:00-14:00

14:00-15:00

15:00-16:00
インフォームド・コンセント

について（上村）
【スタッフ室３】

16:00-17:00
症例発表の準備

（症例紹介、鑑別診断、
臨床的問題の定式化）

薬物治療発表の準備 医療面接の準備

日　時 6月26日（月） 6月27日（火） 6月28日（水） 6月29日（木） 6月30日（金）

9:00-10:30
坂ノ市病院見学に関する

報告会の準備
自学自習

10:30-12:00

11:00-12:00
坂ノ市病院見学に関する

報告会（上村・他）
【スタッフ室３ 】

留学の勧め
(和久田)

【スタッフ室３】

13:00-14:00

14:00-15:00

15:00-16:00

患者さんに伝える医療コ
ミュニケーション

(関口)　　　             　【ス
タッフ室3】

16:00-17:00
坂ノ市病院見学に関する

報告会の準備
自学自習

　

　青：発表 　緑：講義など 黄：診察（SP面接等） 白：自学自習

2 .学外病院見学→報告会

3.各教員レクチャー

10:00-12:00
二回目医療面接

（関口・上村・甲斐・
和久田・中村）
【スタッフ室３】

医療面接、症例の復習

自学自習

自学自習

自学自習

皮膚と臨床薬理
(中村)                     【ス

タッフ室３】

自学自習

1.SP医療面接→症例・薬物治療プレゼンテーション

第１週

第２週

初回医療面接
（関口・上村・甲斐・

和久田・中村）
【スタッフ室３】

医療面接の準備

症例プレゼンテーション
（甲斐・和久田・中村）

【スタッフ室３】

薬物治療（標準治療）の
検討

(上村・甲斐・和久田・
中村）

【スタッフ室３】

学外病院見学
(坂ノ市病院)

症例発表の準備
（症例紹介、鑑別診断、
臨床的問題の定式化）

薬物治療発表の準備

薬物治療発表の準備


